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各事業の市場／用途
主要製品 市場 用途

売上構成比
１１／３期

装
置
事
業

環境試験器

・恒温恒湿器

・冷熱衝撃装置

・小型環境試験器

・恒温恒湿室

・複合試験機

・HASTﾁｬﾝﾊﾞｰ

・電子部品・

機器市場

・自動車市場

・半導体市場

・医薬品・化
粧品・食品等

・R&D用

・信頼性評価用

※「生産・検査」でも

一部使用

半導体関連装置

・ﾊﾞｰﾝｲﾝ装置

・半導体評価装置

・計測ｼｽﾃﾑ

・半導体市場

・自動車市場

・生産用（検査）

※計測は開発・評価

ＦＰＤ関連装置
・枚葉式ｸﾘｰﾝｵｰﾌﾞﾝ

・低酸素500℃ｸﾘｰﾝｵｰﾌﾞﾝ

・ＬＣＤ市場

・ＰＤＰ市場

・生産用

（ｱﾆｰﾙ・ﾍﾞｰｸ・乾燥）

サ
ー
ビ
ス
事
業

アフターサービス

エンジニアリング
・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ ・機器周辺工事 ・半導体市場

・FPD市場

・自動車市場

・通信市場

など

――

・R&D用

・信頼性評価用

※「生産・検査」でも

一部使用

受託試験

レンタル

・受託試験

・ﾘｾｰﾙ

・機器ﾚﾝﾀﾙ

・校正

そ
の
他
事

業

環境

エンジニアリング
森づくり、水辺づくり、都市緑化

新規事業 植物工場、将来の収益源となり得る新たな事業の開発・創造

事業概要

１７％

４％

７９％
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２０１１年３月期 決算概要
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東日本大震災の影響

■当社グループ従業員および家族の人的被害なし

■仙台営業所と宇都宮テクノコンプレックスの物的被害は、既に復旧し活動を再開

主要生産拠点は被災エリア外にあり、生産への直接的な影響なし

■お客さまの所有する当社製品への被害には、速やかな復旧に努め、機器の移設や

入れ替え、新設などのご要望へ迅速に対応し、お客さまの事業継続を支援

■一部の顧客から納入延期などの要請があったが、当期業績への影響は軽微

当社グループへの被害・影響

■震災と原発の次期への影響は不透明な状況ではあるが、現時点における震災復興、

原発収束、各企業の復旧が予定どおりに進捗することを前提に、次期計画を策定

■当社のモノづくり体制と資材調達面では、現時点では特に大きな問題なし

次期への影響

２０１１年３月期 決算概要
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■半導体・電池関連の好調な設備投資と、電子部品・機器、自動車メーカーにおける

開発投資の回復により、受注高・売上高が大幅に増加し、黒字転換

■特別損失の大幅な減少と税効果の改善により、当期純利益が大幅に増加

Ｐ／Ｌ

決算総括

２０１１年３月期 決算概要

■受取手形・売掛金や繰延税金資産などの増加により、総資産は約３０億円増加

■純資産も増加したが、総資産の大幅な増加により、自己資本比率は、３．７ポイント減少

■営業ＣＦの影響により、資金は約４億４千万円増加

Ｂ／Ｓ、Ｃ／Ｆ

■１株当たり中間５円、期末１０円（予定）、年間１５円の配当予想

配 当

主要顧客の設備投資の回復により、増収・黒字化
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２０１０/３期 ２０１１/３期
増減率

構成比 構成比

売上高 ２３，７７５ １００．０ ２９，５８９ １００．０ ２４．５％

売上原価 １７，１４８ ７２．１ ２０，３７０ ６８．８ １８．８％

売上総利益 ６，６２６ ２７．９ ９，２１９ ３１．２ ３９．１％

販管費 ７，３６５ ３１．０ ７，８２７ ２６．５ ６．３％

営業利益 △７３８ △３．１ １，３９１ ４．７ －％

営業外収益 ２７０ １．１ ３５７ １．２ ３２．１％

営業外費用 ９７ ０．４ ６４ ０．２ △ ３３．６％

経常利益 △５６５ △２．４ １，６８３ ５．７ －％

特別利益 １ ０．０ ６３ ０．２ ６，３００．０％

特別損失 ９５３ ４．０ ８５ ０．３ △ ９１．０％

税金等調整前
当期純利益

△１，５１７ △６．４ １，６６１ ５．６ －％

当期純利益 △２，６３０ △１１．１ １，６５４ ５．６ －％

■ 主に装置事業の環境試験器と半導体関連装置の貢献により、売上高は大幅増加

■ 原価改善活動や経費削減の効果により、売上原価率が３．３ポイント改善

■ 特別損失の大幅な減少に加え、法人税等調整額の戻りなどにより、当期純利益が大幅に増加

損益の状況

２０１１年３月期 決算概要

（百万円）
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営業利益増減要因分析

１０／３期

（百万円）

1,748

△48

476
△206

△222
△44

１１／３期

販
管
人
件
費

研
究
開
発
費

そ
の
他
販
管
費

＋2,129

増収・減収による
売上総利益

の増減

1,729

原価率の変動に
よる売上総利益

の増減

872

販管費の増加

406

△738

２０１１年３月期 決算概要

△9

29

装置事業

サービス事業

その他事業＋消去

1,391

△462
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貸借対照表増減要因分析

１１／３期末

資産の部

１０／３期末 １１／３期末

負債・純資産の部
（百万円）

941

693 △139 △375

508 △107
943

現
預
金

受
取
手
形
・売
掛
金

そ
の
他
流
動
資
産

有
形
固
定
資
産

無
形
固
定
資
産

投
資
そ
の
他 支

払
手
形
・買
掛
金

そ
の
他
流
動
負
債

固
定
負
債

純
資
産

■受取手形・売掛金や製品・原材料・仕掛品などの増加により、総資産は約３１億円増加

■純資産も増加したが総資産も増加したことで、自己資本比率は、３．６ポイント減少し７２．４％

１０／３期末

3,068

2,204

1,725

34,837 34,837

3,068

２０１１年３月期 決算概要

37,905 37,905

△252
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キャッシュフローの状況

712

1,133

仕
入
債
務
の

増
減
額

そ
の
他

営
業
Ｃ
Ｆ
計

△188

配
当
金
支
払

短
期
借
入
金
の
増
減

自
己
株
式
の
取
得

△327

財
務
Ｃ
Ｆ
計

444

△130
投
資
有
価
証
券
の
売
却

△230

投
資
Ｃ
Ｆ
計

資
金
の
増
加
額

換
算
差
額

（百万円）

減
価
償
却
費

△149△161

信
託
受
益
権
の
増
減

持
分
法
投
資
利
益

△157

固
定
資
産
の
取
得
に
よ
る
支
出

税
金
等
調
整
前

当
期
純
利
益

た
な
卸
資
産

の
増
減
額

1,823

188

２０１１年３月期 決算概要

1,661

△2,353

△842

△262

売
上
債
権

の
増
減
額

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン

30
293
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２０１１年３月期決算 セグメント別分析
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期初計画・当期実績差異分析
（百万円）

期初計画

29,589

2,529

27 58

当期実績

27,000

+2,589

売上高

1,391

452

213
△77

800
＋591

営業利益

■半導体・電池市場の設備投資は好調を継続し、

主要顧客の開発投資回復により、売上増加

■ 増収効果と計画を上回る固定費削減や

原価率改善により大幅に改善

２０１１年３月期決算 セグメント別分析

当期実績

装置事業

サービス事業

その他事業＋消去

期初計画
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装置事業セグメント

半導体関連装置

■ バーンイン装置が好調で、受注高・売上高ともに前期比で大幅増加

■ バーンイン装置の売上増加により黒字化

環境試験器

■ 冷熱衝撃装置や恒温恒湿室などの主力製品の省エネモデルを開発するとともに、

電池の製造装置などを新規開発し市場へ投入

■ 子会社２社との合併による国内市場での顧客接点の強化と

電池関連の研究開発向けの営業力強化

■ 韓国・台湾市場での新規顧客開拓と、中国・アジア新興国での販売強化

■ 受注高・売上高は期初計画・前期実績から大幅に増加

■ 営業利益は期初計画を超えて黒字転換

ＦＰＤ関連装置

■ 採算性を重視した受注活動の影響により受注高・売上高ともに前期比で減少

■ 営業利益は固定費の削減効果があったものの、売上が伸びずに営業損失

２０１１年３月期決算 セグメント別分析
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装置事業セグメント

２０１０／３期
２０１１／３期

期初計画
期初計画比

受注高 １７，０６６ ２４，５５７ １１５．８％ ２１，２００

売上高 １８，２１５ ２３，５２９ １１２．０％ ２１，０００

営業利益

［利益率（％）］

△１，３２０
［－％］

１，２０２

[５．１％]
１６０．３％

７５０

［３．６％］

２０１１年３月期決算 セグメント別分析

（百万円）
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サービス事業セグメント

２０１０／３期

２０１１／３期

期初計画

期初計画比

受注高 ５，１８９ ５，３２０ １０６．４％ ５，０００

売上高 ５，０５７ ５，０２７ １００．５％ ５，０００

営業利益

［利益率（％）］

３１４

［６．２％］

２６３

[５．２％]
５２６．０％

５０

［１．０％］

受託試験・レンタル

■ 新しい試験メニューを開発し、製品販売の営業と協同して販促活動を推進

■ 受注高・売上高は計画は達成するも前期比で減少、固定費削減により営業利益は大幅改善、黒字化

アフターサービス・エンジニアリング

■ サービスキャンペーンや通信ネットワークシステムの提案などにより、受注高は前期比で増加、

売上高は前期と同水準

■ 部品在庫の圧縮などにより期初計画は達成するも、サービス要員の増強による人件費増加で減収

２０１１年３月期決算 セグメント別分析

（百万円）
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その他事業セグメント

２０１０／３期
２０１１／３期

期初計画
期初計画比

受注高 ９４２ １，１７０ １３０．０％ ９００

売上高 １，０５１ １，１５８ １０５．３％ １，１００

営業利

［利益率(%)］

１５

［１．４％］

△７７

[－％]
－％

０

［－％］

環境エンジニアリング・新規事業

■ 植物工場事業が好調に推移したことにより、受注高・売上高ともに前期比で増加、期初計画も上回る

■ 営業利益は、植物工場の販促費用などの増加により、営業損失

＜トピックス＞
「プラントセラー」を試験導入していただいている「鉄板ダイ
ニング滝亭」との協同イベントとして、１月・２月に植物工場
野菜の試食会を開催し、好評を得ました。

２０１１年３月期決算 セグメント別分析

【野菜育成装置 プラントセラー】

（百万円）



18Copyright (C) 2011 ESPEC CORP. All rights reserved 

2

49 49

6 5

13 16

29 27

30%

20%

40%

60%

80%

100%

10/3期 11/3期

16

5
11

38

37
40

17

23
20

15 17

12 14

13 14

24 24

9

42

9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

08/3期 09/3期 10/3期 11/3期

その他市場

自動車市場

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ市場

電子部品・電子機器市場

半導体市場

環境試験器における

市場別売上構成比

市場別売上構成比
単 独

２０１１年３月期決算 セグメント別分析
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地域別売上高

21,181

3,332

986

3,174

2,237

2,027

1,135

988

3,863

2,803

19,200
15,843

2,157

2,872

2,923

1,334

767

1,449

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

09/3期 10/3期 11/3期

その他

欧米

韓国

中国・香港

台湾

日本
23,775

34,914

通貨 ２０１０年３期 ２０１１年３期

米ドル ９３．６２円 ８７．８３円

人民元 １３．７２円 １２．９９円

香港ドル １２．０８円 １１．３１円

ウォン ０．０７３９円 ０．０７６２円

＜為替換算レート（単独・期中平均）＞

64.9%

9.7%

9.9%
4.9%

4.1%

4.2%

日本

台湾

中国・香港

韓国

欧米

その他

地域別売上高 地域別売上高構成比

11/3期

売上高伸び率（前期比）

日本 台湾 中国・香港 韓国 欧米 その他

２０１１／３期 121.2％ 218.8％ 128.4％ 87.0％ 104.3％ 188.9％

２０１０／３期 △25.2％ △70.4％ △29.5％ △44.0％ △27.4％ △42.5％

（百万円）
海外売上高比率：３５．１％

２０１１年３月期決算 セグメント別分析

29,589
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２０１２年３月期 経営方針と通期計画
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当社を取り巻く経営環境
日本経済の不安要素は多いものの、

グリーンイノベーションへの投資は拡大すると予測

■日本のメーカーのグローバル化が進み、日本国内の製造業の空洞化はさらに進展

■中国を中心とした新興国は、世界経済のエンジンとしてさらに発展

■環境問題は、ますます先鋭化 （エネルギー問題、食料・水問題）

■日本の従来型の環境試験に関するニーズは減退し、新しい試験ニーズが出現

■日本での買換え需要は、大きな潜在需要として存在

■中国を含むアジアでは、先進国からの生産・開発機能の移転がさらに加速

■中国企業は、高品質指向による研究開発投資が急増し、自社ブランドでの輸出を志向

■世界の産業が集まるアジアの環境試験ニーズは、ますます多様化しつつ増加

■グリーンイノベーション（低炭素社会の実現に向けた技術革新）が

各国の国家戦略に組み込まれ、巨大な投資機会が出現

主要環境の変化

市場・顧客の分析

２０１２年３月期 経営方針と通期計画
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経営方針

『強い商品づくり』 と 『強い工場づくり』

基本方針

グリーンテクノロジー市場への売上拡大

新たな顧客ニーズに対応した製品の拡販とカスタマイズ対応力の強化

植物工場事業の事業基盤確立

主な重点戦略

２０１２年３月期 経営方針と通期計画

子会社２社との合併のメリットを活かした顧客対応力の強化と
業務プロセスの見直しによる収益拡大

中国・アジア市場の拡大に沿った事業戦略の展開による売上拡大
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重点戦略①

新たな顧客ニーズに対応した製品の拡販とカスタマイズ対応力の強化

省エネ製品への顧客ニーズの拡大に対応した冷熱衝撃装置や恒温恒湿室の省エネモデル

などの製品を拡販するとともに、カスタマイズの容易性を高め、強い工場づくりを

図ってまいります。

■ 省エネモデル製品の提案により、既存顧客の買換え需要を喚起

■ 工場におけるモノづくりを、カスタマイズが容易に実現できる仕組みへと改革

■ 受注が増加しているチャンバー系のカスタム機器においても、

設計・調達・生産の業際を含む体制・仕組みを構築

■ 販売、サービス、経理など含めた総合的な取り組みに展開

２０１２年３月期 経営方針と通期計画
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重点戦略②
グリーンテクノロジー市場への売上拡大

２次電池、太陽電池、パワー半導体などに関連する市場をグリーンテクノロジー市場と

位置付け、開発・評価や生産・検査工程で使用される製品・サービスの販売を拡大して

まいります。

■ グリーンテクノロジー市場で使用される環境試験器を拡販

■ 新たに開発した電池の製造装置のプロモーション活動を推進

２０１２年３月期 経営方針と通期計画

新規事業の拡大と育成、開発により新しい基幹事業の芽を探索してまいります。

■ 植物工場事業の認知度を高め、市場における地位を確立

■ 新たな製品・サービスを開発し、お客さまの評価を得て事業基盤を確立

植物工場事業の基盤確立

重点戦略③
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重点戦略④

２０１２年３月期 経営方針と通期計画

子会社２社との合併のメリットを活かした顧客対応力の強化と
業務プロセスの見直しによる収益拡大

子会社２社との合併シナジーの最大化を、より活かすことでお客さまへの対応を充実させて

まいります。

■ エリア毎・セグメント毎の収益管理をシンプルに

■ 重点顧客への訪問活動を強化
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重点戦略⑤

２０１２年３月期 経営方針と通期計画

中国・アジア市場の拡大に沿った事業戦略の展開による売上拡大

■ 現地販売ネットワークを活用した顧客接点の強化

■ 新製品拡販のためのプロモーション活動の強化

■ グリーンテクノロジー市場への販売活動の強化

■ 販売力の向上を目指した海外代理店制度の改革に向けた準備
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２０１２年３月期 通期計画
２０１１/３期 実績 ２０１２/３期 計画

第２Ｑ累計 通期
第２Ｑ累計 通期

前年同期比 前期比

受注高 １５，１０１ ３０，９２４ １５，５００ １０２．６％ ３１，０００ １００．２％

売上高 １２，９１６ ２９，５８９ １４，５００ １１２．３％ ３１，５００ １０６．５％

売上総利益

[利益率(%)]

４，１２４

［３１．９％］

９，２１９

[３１．２％]

４，６１０

[３１．８％]
１１１．８％

９，８００

[３１．１％]
１０６．３％

営業利益

[利益率(%)]

５５０

［４．３％］

１，３９１

[４．７％] 

４００

[２．８％]
△２７．３％

１，３００

[４．１％]
△６．５％

経常利益

[利益率(%)]

６８０

［５．３％］

１，６８３

[５．７％] 

５００

[３．４％]
△２６．５％

１，４５０

[４．６％]
△１３．８％

当期純利益

[利益率(%)]

７７６

［６．０％］

１，６５４

[５．６％]

４００

[２．８％]
△４８．５％

１，４００

[４．４％]
△１５．４％

設備投資額 １１４ ４２１ ４００ ３５０．９％ ６００ １４２．５％

減価償却費 ３７１ ７０３ ３４０ △８．４％ ７４０ １０５．３％

研究開発費 ５１９ １，０９２ ６００ １１５．６％ １，０６０ △２．９％

1株当り純利益(円） ３２．７０ ７０．０３ １７．０５ △４７．９％ ５９．６７ △１４．８％

２０１２年３月期 経営方針と通期計画

（百万円）
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装置事業

ＦＰＤ関連装置

■ 有機ＥＬやスマートフォン向け小型液晶の市場でクリーンオーブンを拡販

環境試験器

■ 主力製品の省エネタイプの投入により、既存顧客の買換え需要を喚起

■ カスタマイズの容易性向上と原価率改善への取組み

■ 中国・アジア新興国市場への積極的展開

半導体関連装置

■ 成長市場であるパワーデバイス、エコデバイス（EV・HEV、LED、PV、LIB）市場

における顧客への営業強化による計測評価システムの拡販

■ フラッシュメモリーの次世代評価方法の探索

２０１２年３月期 経営方針と通期計画

エナジーデバイス装置

■ エナジーデバイス装置の拡販とプロモーション活動の継続推進
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装置事業セグメント

２０１１/３期 実績 ２０１２/３期 計画

第２Ｑ累計 通期
第２Ｑ累計 通期

前年同期比 前期比

受注高 １１，９９６ ２４，５５７ １２，４００ １０３．４％ ２４，４００ △０．６％

売上高 １０，２８４ ２３，５２９ １１，６００ １１２．８％ ２５，０００ １０６．３％

営業利益

[利益率(%)]

４３３

［４．２％］

１，２０２

［５．１％］

３５０

[３．０％]
△１９．２％

１，１００

[４．４％]
△８．５％

２０１２年３月期 経営方針と通期計画

（百万円）
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サービス事業セグメント
２０１１/３期 実績 ２０１２/３期 計画

第２Ｑ累計 通期
第２Ｑ累計 通期

前年同期比 前期比

受注高 ２，７１１ ５，３２０ ２，６５０ △２．３％ ５，５００ １０３．４％

売上高 ２，３２２ ５，０２７ ２，６００ １１２．０％ ５，４００ １０７．４％

営業利益

[利益率(%)]

１４７

［６．３％］

２６３

[５．２％]
１７０

[６．５％]
１１５．６％

３５０

[６．５％]
１３３．１％

受託試験・レンタル

■ パワーデバイス・エコデバイスに関する新しい試験メニューの開発・提案

■ 試験設備の増強による売上拡大、試験所をショールームとして活用

アフターサービス・エンジニアリング

■ 新製品の保守契約適用と保守契約メニューの充実

■ 営業との協同により、省エネ改造の提案や新規保守契約を獲得

２０１２年３月期 経営方針と通期計画

（百万円）
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その他事業セグメント

２０１１/３期 実績 ２０１２/３期 計画

第２Ｑ累計 通期
第２Ｑ累計 通期

前年同期比 前期比

受注高 ４６３ １，１７０ ５５０ １１８．８％ １，３００ １１１．１％

売上高 ３８１ １，１５８ ４００ １０５．０％ １，３００ １１２．３％

営業利益

[利益率(%)]

△３２

［－％］

△７７

［－％］

△１２０

[－％]
－％

△１５０

[－％]
－％

環境エンジニアリング

■ 森づくり・水辺づくりの販売強化 、および 苔による屋上・壁面緑化システムの提案

新規事業

■ 植物工場の国内外向け販売の強化とビジネス基盤の確立

■ コア技術・強みを活かした新規事業の開発

２０１２年３月期 経営方針と通期計画

（百万円）
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配当政策

14

8

15 15

24

555

9
12

0

10

20

30

08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期

期末 中間

一株当たり配当金

（円）

※

※記念配当(創業60周年記念）2円を含む

配当方針

株主のみなさまへの利益還元を経営の重要課題の一つと認識するとともに、永続的な

企業価値の向上が株主価値向上の基本と考え、配当は継続性と配当性向を勘案して決定

1,400

△2,630

△ 561

1,216

353
189

353332
568

△ 3,000

△ 2,000

△ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期

当期純利益 配当総額

（百万円）

当期純利益・配当総額

(46.7%)          (21.3%) ( 25.1%)

※( )は連結配当性向。

（予想）
（予想）

（計画）

２０１２年３月期 通期計画

105

3

12

10

1,654



33Copyright (C) 2011 ESPEC CORP. All rights reserved 

持続的な成長・発展に向けて

非常事態対策期間

「経営基盤の再構築」と「次なる飛躍への備え」

【重点テーマ】
・事業・収益構造改革

・中期的成長への仕込み

中期

経営計画

グリーンイノベーションを絶好のビジネスチャンスととらえ、
「攻めの経営」に転じる

２００８年度 ２００９年度

■ 今後の見通しがたった段階で中期経営計画を修正のうえ、公表する予定

２０１０年度

新生エスペック

「総合力の結集・
革新による圧倒的な
事業競争力の確立」

２０１１年３月期 通期計画

２０１１年度

世界同時不
況

東日本
大震災

攻めの経営へ

「強い商品づくり」と
「強い工場づくり」
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お問合せ先

【お問合せ先】

エスペック株式会社

〒530-8550 大阪市北区天神橋3-5-6

TEL  06-6358-8820 FAX  06-6358-5500

e-mail ir-div@espec.co.jp

管理本部 総務人事部長 大島 敬二

総務人事部 総務グループ 平尾 洋

この資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが含まれております。

それら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、

当社が計画・予測したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは

異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するものでは

ございません。


